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「保健医療科学」
第60 巻　第1号　予告

特集 : 子どもの健康と環境に関するエビデンス　　
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臨床試験の適応的デザイン  ………………………………………………………………………………… 上坂浩之
薬物動態・薬力学におけるモデリングと臨床試験シミュレーションの利用　………………………… 丹後俊郎
統計モデル：母集団モデルと無作為化モデル  ………………………………………………………… 長谷川貴大

編　集　後　記

今号の特集は，環境省の通称「エコチル調査」（正式名：子どもの環境と健康に関する全国調査）の概説，展望，そし
て調査計画の準備として科学院が担当した 5 分野のレビュー（胎児発育抑制・自閉症・先天異常・喘息の環境要因，環境
汚染物質と出生性比）から構成されています．

内容的に社会的な関心が高いテーマでもあり，多くの関係者にとって参考になる内容と思われます．しかし，レビュー
が「エコチル」における仮説形成の準備作業として行われたという経緯から窺えるように，環境が健康に及ぼす影響は分
かっていないことが多いことにも気づかされます．ノーベル物理学賞受賞者・益川敏英氏の言われる「科学とは肯定のた
めの否定の連続」の一里塚なのでしょう．その一方で，科学的解明が不十分ななかで問題解決を行う技術も社会には求め
られていますので，今後はこのような観点に立った特集も必要かもしれません．

さて，「保健医療科学」は今まで 3 ヶ月に 1 回の割合で季刊されていましたが，次巻（第 60 巻）より隔月刊行（bimonthly）
となります．科学院の責務「公衆衛生および社会福祉の向上・普及に資する情報発信」を内外に一層強める必要があるた
めです．

そのためには，特集の充実と，読者各位・関係各位による幅広い層からの投稿が必要となります．今後とも宜しくお願
いいたします．

なお，今号の特集に掲載されたレビューは，下記書籍により詳しい内容が掲載されています．興味のある方は御参照く
ださい．
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